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秋
田
城
の
停
廃
問
題
と
九
世
紀
初
頭
の
城
柵
再
編

熊
谷

公
男

問
題
の
所
在

，最
北
の
城
柵

秋
田
城
で
は

、
そ
の
孤
立
し
た
立
地
が
政
治
問
題
化
す
る
こ
と

が
あ
っ
た

。そ
れ
が
宝
角

一一か
ら
延
暦
期
に
か
け
て
惹
起
す
る
秋
田
城
の
い
わ
ゆ
る

「停

廃
間
題

」
で
あ
る

。
そ
の
中
で
出
羽
国
司
は
、
「宝
亀
之
初

、国
司
言

。
秋
田
難
レ

保
、

河
辺
易
レ

治

」
（
『
続
日
本
紀

」
宝
亀
十

一
年

（
七
八
〇
）
八
月
乙
卯
条
）
、
あ
る
い

は

「出
羽
国
言
、
秋
田
城
-
-
孤
二

居
北
隅
一
、
無
レ

隣
．一
相
救
一

」
（
『
日
本
後
紀

」
延

暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
十
一
月
一実
已
条
）
と
、
秋
田
城
が
孤
立
無
援
な
場
所
に
あ

る
た
め
に
施
設
の
維
持
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
く
り
返
し
訴
え
て
い
る

。
停
廃
間
題

の
根
底
に
は
、
秋
田
城
の
特
異
な
立
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

。

本
稿
で
は
、
宝
亀
初
年
に
惹
起
し
た
秋
田
城
の
停
廃
問
題
の
経
緯
を
た
ど
り
、
そ

れ
が
延
暦
二
十
三
年
に
い
か
な
る
形
で
決
着
を
み
る
か
を
改
め
て
検
討
し
て
み
た

い
oこ

れ
ま
で
秋
田
城
の
停
廃
問
題
は

、
も
っ
ば
ら
出
羽
国
府
の
所
在
地
の
問
題
と
し

て
議
論
さ
れ
て
き
た

。
筆
者
は
、
出
羽
国
府
は
数
度
の
移
転
が
あ
っ
た
も
の
の
一
一買

し
て
庄
内
地
方
に
所
在
し
、
秋
田
出
羽
柵
・
秋
田
城
に
国
府
が
置
か
れ
た
こ
と
は
な

（
1
）

か
っ
た
と
す
る
今
泉
隆
雄
氏
の
見
解
を
支
持
す
る

。
現
在
に
至
る
ま
で
、
史
料
に
即

し
た
今
泉
説
に
対
す
る
反
論
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
筆
者
も
国
府
問
題
に
関

す
る
史
料
の
解
釈
と
し
て
は
、
今
泉
氏
の
見
解
が
も
っ
と
も
説
得
力
が
あ
る
と
考
え

る

。
た
だ
し
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
議
論
の
前
提
と
は
せ
ず
に
、
国
府
の
存
否
問
題
と

は
別
の
角
度
か
ら
停
廃
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い

。

冒
頭
で
引
用
し
た
史
料
に
も
あ
る
よ
う
に
、
秋
田
城
は
、
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て

も
な
お

「北
隅
に
孤
居
す

」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
、
防
守
が
困
難
な
隔
絶
し
た
場
所

に
建
て
ら
れ
た
城
柵
で
あ
っ
た

。
停
廃
間
題
は
、
そ
の
よ
う
な

'最
北
の
城
柵

秋

田
城
に
特
徴
的
な
問
題
と
し
て
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る

。
し
た
が
っ
て
停
廃
問
題
の

検
討
は
、
古
代
城
柵
と
し
て
の
秋
田
城
の
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
に
直
結
す
る
と

い
っ
て
よ
い
o

本
稿
で
具
体
的
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
宝
一aM-一
年
間
の
停
廃
問
題
は
、
出
羽
国
が
宝

地
初
年
に
秋
田
城
の
全
面
放
棄
と
城
下
の
住
民
の
河
辺
郡

（
河
辺
府
）
へ
の
移
住
を

中
央
政
府
に
要
請
し
た
こ
と
に
始
ま
る

。
そ
の
と
き
は
中
央
政
府
も
こ
れ
を
承
認
し
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た
の
で
、
出
羽
国
は
秋
田
城
の
城
司
を
廃
止
し
、
常
備
軍

（
軍
団
兵
）
の
配
備
も
解

除
す
る

。
と
こ
ろ
が
城
下
の
住
民
が
南
隣
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
を
嫌
つ
た
の
で
、
秋

田
城
の
全
面
放
棄
は
実
現
せ
ず
、結
果
的
に
城
下
の
狄
俘
な
ど
が
警
備
に
あ
た
っ
て
、

施
設
は
変
則
的
な
形
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
る

。

宝
一一mE
-一
十
一
年

（
七
八
〇
）
に
伊
治
呰
麻
呂
の
乱
が
勃
発
し
て
そ
の
影
響
が
出
羽
国

に
も
及
び
、
銀
狄
使
が
派
造
さ
れ
て
く
る
と
、
秋
田
城
の
警
備
体
制
が
問
題
と
な
る

。

鎮
狄
使
を
介
し
て
城
下
の
狄
俘
の
憂
慮
を
聞
い
た
中
央
政
府
は
、
国
司
な
ぃ
し
鎮
一狄

使
を
専
当
官

（
=

城
司
）
と
し
て
秋
田
城
に
派
造
し
、
警
備
兵
も
配
置
し
て
、
暫
定

的
に
秋
田
城
を
存
続
さ
せ
る
方
針
に
転
換
す
る

。

以
上
の
よ
う
な
宝
亀
年
間
の
停
廃
問
題
の
経
緯
か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、
秋
田
城

を
放
棄
し
た
い
出
羽
国
と
、
河
辺
郡
へ
の
移
住
を
忌
避
す
る
城
下
の
住
民
の
対
抗
関

係
と
し
て
事
態
が
推
移
し
て
い
る
と
ぃ
う
こ
と
で
あ
る

。
中
央
政
府
は
こ
の
間
に

あ
っ
て
、
当
初
こ
そ
出
羽
国
の
方
針
を
支
持
す
る
も
の
の
、
此
ロ

麻
呂
の
乱
後
は
秋
田

城
の
暫
定
的
維
持
に
方
針
を
転
換
す
る

。
こ
れ
は
状
況
の
変
化
も
影
響
し
て
い
よ
う

が
、
最
大
の
要
因
は
、
何
と
ぃ
っ
て
も
出
羽
国
の
移
住
策
に
応
じ
よ
う
と
し
な
ぃ
住

民
の
動
向
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

。

城
下
の
住
民
は
、
北
隅
に
孤
居
し
、
防
備
が
困
難
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
「土

こ
う
か
く

ょ
ろ

地
境
埆

（
や
せ
地
）
に
し
て
、
五
穀
に
宜
し
か
ら
ず

」
（
『
日
本
後
紀
』

延
暦
二
十
三

年
十
一
月
癸
已
条
）
と
す
ら
い
わ
れ
た
秋
田
城
下
に
住
み
続
け
る
こ
と
に
執
着
す
る

の
で
あ
る

。
筆
者
は
、
こ
れ
こ
そ
出
羽
国
・
中
央
政
府
が
い
っ
た
ん
は
一
致
し
て
停

廃
を
決
定
し
た
に
も
か
か
ゎ
ら
ず
、
秋
田
城
が
全
面
的
に
放
薬
さ
れ
る
こ
と
な
く
存

続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
っ
と
も
根
本
的
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
る

。
そ
し
て
こ
の

事
実
は
、
'最
北
の
城
柵

．
，

秋
田
城
の
性
格
を
解
明
す
る
う
え
に
も
重
要
な
材
料
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う

。

秋
田
城
の
停
廃
問
題
に
決
着
が
っ
く
の
が
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
で
あ
る
c

こ
の
と
き
出
羽
国
は
、
再
度
、
秋
田
城
の
停
廃
と
住
民
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
を
中
央

政
府
に
要
請
す
る

。
そ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
出
羽
国
の
要
請
を
却
下
し
、
代
わ
り

に

「停
レ

城
為
レ

郡
、
不
レ

論
一一
土
人
・

浪
人
一

、
以
下

住
二

彼
城
一
者
-

編
附

」
す
る
よ

う
命
じ
る

（
「日
本
後
紀
」
同
年
十
一
月
葵
已
条
）
。
こ
の
措
置
は
、
「停
レ

城
為
レ

部

」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
秋
田
城
の
城
司
機
構
を
廃
止
し
、
常
備
軍
に
よ
る
警
備
体
制

も
解
除
し
た
う
え
で
、
秋
田
郡
を
建
置
し
て
城
下
の
住
民
の
支
配
を
行
わ
せ
た
も
の

（2
）

と
ぃ
う
今
泉
氏
の
見
解
が
通
説
と
な
っ
て
い
る

。
筆
者
も
ま
た
、
こ
の
見
解
に
し
た

が
っ
て
き
た
が
、最
近
に
な
っ
て
い
く
っ
か
の
点
か
ら
疑
問
を
も
っ
よ
う
に
な
っ
た

。

第
一
に
、
今
泉
氏
は

「都
」
を
一
郡
司
機
構
、
「城
」
を
そ
れ
に
対
応
さ
せ
て
城
司

機
構
の
意
に
解
し
て
、
「停
レ

域
為
レ

郡

」
を
右
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
で
あ
る
が
、

果
し
て
こ
れ
は
妥
当
な
解
釈
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、直
後
に

「住
=

彼
城
一
者

」

と
ぃ
う
文
が
あ
り
、
こ
こ
で
は

「城
」
が
明
ら
か
に

一
定
の
広
が
り
を
も
っ
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

。
し
た
が
っ
て
、
直
前
の

「城
」
も
、
か
っ
て
平
川

（
3
）

南
氏
が
提
唱
し
た
よ
う
に

「一
極
の
行
政
単
位

」
と
と
ら
え
る
方
が
史
料
に
即
し
た

読
み
で
は
な
い
か
、
と
ぃ
う
疑
間
が
も
た
れ
る

。
第
二
に
、
こ
の
時
期
、
陸
奥
・
出

羽
両
国
で
は
、
山
道
一一取夷
の
軍
事
的
制
圧
を
受
け
て
北
辺
部
の
城
柵
の
再
編
が
組
織

的
に
行
わ
れ
、
蝦
夷
支
配
の
強
化
が
図
ら
れ
る

。
と
こ
ろ
が

「停
レ

城
為
レ

郡

」
を

今
泉
氏
の
ご
と
く
理
解
す
る
と
、
秋
田
城
で
は
城
司
機
構
の
廃
止
、
す
な
ゎ
ち
武
装

解
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
城
柵
再
編
策
と
は
明
ら
か
に
齟
齬
す
る

。
秋
田
城

の

「停
レ

城
為
レ

郡

」
の
み
を
城
柵
再
編
策
と
切
り
離
し
て
考
え
て
よ
い
の
か
と
ぃ

う
疑
間
が
生
じ
る
の
で
あ
る

。
第
三
に
、
秋
田
城
で
は
平
安
初
期
に
大
規
模
な
改
修

2



が
行
わ
れ
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
施
設
と
し
て
の
秋
田
城
が
よ
り
充
実
す
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

。
今
泉
説
は
こ
の
考
古
学
的
事
実
と
も
整
合
し
な
い

。
「停
レ

城
為
レ

郡

」
は
平
安
初
期
の
秋
田
城
の
大
改
修
と
も
矛
盾
な
く
理
解
さ
れ
る
必
要
が

あ
ろ
う

。

筆
者
は
、
現
在
通
説
化
し
て
い
る
今
泉
氏
の
延
暦
二
十
三
年
条
の
理
解
に
は
、
現

段
階
で
以
上
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
秋
田
城
の
古

代
城
柵
と
し
て
の
特
質
の
解
明
と
ぃ
う
視
点
か
ら
停
廃
問
題
を
改
め
て
取
り
上
げ
、

な
お
か
っ
そ
の
問
題
に
決
着
が
っ
け
ら
れ
る
延
暦
二
十
三
年
の

「停
レ

城
為
レ

郡

」

に
っ
い
て
、
平
安
初
期
の
城
柵
再
編
策
、
お
よ
び
秋
田
城
の
大
改
修
と
の
整
合
的
な

理
解
を
試
み
た
い
と
思
う
。

一
'

宝
亀
十
一
年
条
に
み
え
る
秋
田
城
停
廃
問
題

秋
田
城
の
停
廃
問
題
に
っ
い
て
の
直
接
の
史
料
は
、
『
続
日
本
紀
』

宝
亀
十
一
年

八
月
乙
卯
条
と
一「日
本
後
紀
』

延
暦
二
十
三
年
十
一
月
一実
已
条
の
二
つ
で
あ
る

。
本

節
で
は
前
者
の
検
討
を
行
う

。

史
料
1

『
続
日
本
紀

」
宝
亀
十
一
年

（
七
八
〇
）
八
月
乙
卯
条

出
羽
国
鎮
狄
将
軍
安
倍
朝
臣
家
麻
呂
等
言
、「狄
志
良
須
・
俘
囚
宇
奈
古
等
款
日
、

『
己
等
拠
二

憑
官
威
一

、
久
居
二

城
下
一
。
今
此
秋
田
城

、
遂
永
所
レ

棄
敷

。
為
レ

番
依
レ

旧
還
保
乎
』

」者
。
下
レ

報
日
、「夫
秋
田
城
者

、前
代
将
相
僉
議
所
レ

建
也
。

禦
レ

敵
保
レ

民
、
久
経
二

歳
序
一
。
一
旦
挙
而
棄
レ

之
、
甚
非
二

善
計
一

也

。
宜
下

且

造
二

多
少
軍
士
一
、為
中

之
鎮
守
上

。
勿
レ

令
レ

期
二

彼
帰
服
之
情
一

。
仍
即
差
二

（鎮

狄
）
使
若

（出
羽
）
国
司
一
人
一
、
以
為
二

専
当
一
。
又
由
理
柵
者
、
居
=

賊
之

要
害
一
、
承
二

秋
田
之
道
一
。
亦
宜
二

造
レ

兵
相
助
防
禦
一
。
但
以
、
宝
・一m
i一

之
初
、

国
司
言
、
『
秋
田
難
レ

保
、
河
辺
易
レ

治
』

者

。
当
時
之
議
、
依
レ

治
二

河
辺
一

。

然
今
積
以
二

歳
月
一
、
尚
未
二

移
徙
一
。
以
レ

此
言
之
、
百
姓
重
レ

邏
明
矣
。
宜
下

存
二

此
情
一
歴
二

問
狄
停
并
百
姓
等
一
、
具
言
中

彼
此
利
害
L
。

史
料
1
に
よ
れ
ば

、
宝
地
初
年
、
出
羽
国
か
ら

「秋
田
は
保
ち
難
く
、
河
辺
は
治

め
易

」
い
こ
と
を
理
由
に
秋
田
城
を
停
廃
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
、
中
央
政
府
で
審

議
し
た
結
果

、
そ
れ
が
許
可
さ
れ
た

（一'
当
時
の
議
、
河
辺
を
治
む
る
に
依
れ
り

」）
。

そ
し
て
お
そ
ら
く
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
軍
団
兵
士
に
よ
る
交
替
守
備
も
停
止
さ
れ

（
l

）

た
と
見
ら
れ
る

。
さ
ら
に
、
史
料
1
に
よ
れ
ば

、
宝
他
十

一
年
に
鎮
狄
使
の
官
人
、

も
し
く
は
出
羽
国
司
の
う
ち
一
人
を
専
当
官

（
=

城
司
）
と
し
て
秋
田
城
に
差
造
す

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
宝
一m

l一
初
年
の
秋
田
城
の
停
廃
決
定
後
は
、
そ
れ
ま

で
常
駐
し
て
い
た
城
司
も
廃
止
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

。

こ
の
年
の
三
月
下
旬
に
伊
治
此
日

麻
呂
の
乱
が
勃
発
し
、陸
奥
国
が
大
混
乱
に
陥
り
、

そ
の
影
響
が
出
羽
国
に
も
波
及
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
に
、
た
だ
ち
に
陸
奥

に
対
す
る
征
束
使
と
と
も
に
、
出
羽
へ
は
鎮
狄
使
を
任
命
し
て
派
造
し
た

。
鎮
狄
将

軍
は
そ
の
長
官
で
あ
り
、
史
料
1
に
み
え
る

「軍
士
」
は
鎮
狄
使
配
下
の
兵
士
で

（
5
）

あ
る

。
そ
の
鎮
狄
将
軍
安
倍
家
麻
呂
が
秋
田
城
に
至
つ
た
と
き
に
、
城
下
の
狄
志
良

須
・
俘
囚
字
奈
古
ら
が
、
「秋
田
城
は
、
結
局
、
永
久
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
、

そ
れ
と
も
以
前
の
よ
う
に
軍
団
兵
士
を
上
番
さ
せ
て
守
備
す
る
体
制
に
戻
す
の
か

」

と
ぃ
う
こ
と
を
聞
い
て
き
た
の
で
、
家
麻
呂
は
そ
の
こ
と
を
上
奏
し
、
指
示
を
仰
い

だ

。
そ
れ
に
対
し
て
中
央
政
府
は
、
第

一
に
、
秋
田
城
を
完
全
に
放
棄
し
て
し
ま
う

の
は
、
計
略
と
し
て
非
常
に
よ
く
な
ぃ
の
で

（「挙
げ
て
之
を
棄
つ
る
は
、
甚
だ
善

計
に
非
ら
ざ
る
也

」）
、
当
面
の
間
、
若
干
の
軍
士
を
派
過
し
て
鎮
守
さ
せ
る
こ
と
、

第
二
に
、
要
害
に
位
置
し
、
秋
田
と
道
が
通
じ
て
い
る
由
理
柵
に
も
派
兵
し
、
相
互

秋田城の停廃間題と九世紀初頭の域柵再編



に
協
力
し
て
防
御
に
当
た
る
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
い
る

。
そ
し
て
三
番
目
に
指
示

で
い
う

「百
姓

」
と
は
、
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
条
の

「土
人
・

浪
人

」
に
相

し
て
い
る
の
が
、

へ
の
対
処
で
あ
る

城
下
の
百
姓
の
移
住
が
依
然
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
と
ぃ
う
間
題

（こ
の
点
は
後
述
）
。

当
し
、
移
民
で
あ
る
柵
戸
や
浮
浪
人
の
こ
と
で
あ
る
c

4

以
上
が
宝
亀
十
一
年
条
の
記
事
内
容
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
秋
田
城
の

停
廃
問
題
の
事
実
関
係
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
停
廃
問
題
の
発
端
は
、

「宝
亀

要
す
る
に
、
宝
一一一一一年
間
の
秋
田
城
の
停
廃
問
題
と
は
、
今
泉
氏
が
明
快
に
論
じ
て

い
る
よ
う
に
、
秋
田
城
の
放
棄
と
城
下
の
百
姓
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
と
が

一
体
と

（
7

）

な
っ
た
施
策
で
あ
っ
て
、
前
者
が
中
央
政
府
の
承
認
も
得
て
程
な
く
実
施
に
移
さ
れ

の
初
め

」の
出
羽
国
司
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た

。
秋
田
は

「保
ち
難
い

」け
れ
ど
も
、

河
辺
は

「治
め
易
い

」
と
ぃ
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る

。
こ
の

「河
辺

」
に
っ
い
て

は

、
従
来
、
諸
説
が
あ
っ
た
が
、
今
泉
氏
が
論
証
し
た
よ
う
に
秋
田
郡
の
南
隣
の
河

l

6
）

辺
郡
と
み
る
べ
き
で
あ
る

。
と
ぃ
う
の
は
、
こ
の

「河
辺
」
は

「秋
田

」
と
対
置
さ

れ

、
し
か
も
延
一階
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
条
に
み
え
る

「河
辺
府

」
と
同
一
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
国
家
の
公
的
施
設
の
名
称
と
考
え
ら
れ
る

。
し
た
が
っ
て

た
の
に
対
し
て

後
者
は
、
こ
の
後
に
み
る
よ
う
に
住
民
の
抵
抗
に
あ
っ
て
い
っ
こ

う
に
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る

。
か
っ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
一
般
に
古

代
城
柵
は
、
兵
力
や
粮
食
の
供
給
源
と
し
て
の
柵
戸
や
俘
囚
を
一
定
数
付
属
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
と
一
体
の
存
在
で
あ
っ
通

）

。
こ
の
点
は
秋
田
城
も
例
外
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る

。
中
央
政
府
が
下
し
た
命
令
の
中
に
、秋
田
城
は
創
建
以
来

「敵
を
禦
ぎ
、

民
を
保

」
っ
て
き
た
と
あ
り
、
ま
た
狄
俘
ら
が

「己
等
官
成
に
拠
一一一一一 ilf
し
て
、
久
し
く

固
有
の
地
名
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
。
そ
の
う
え
城
下
の
住
民
の
移
住
先
と
さ
れ

城
下
に
居
り
」
と
ぃ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
秋
田
城
は
城
下
の
百
姓
や
狄
俘
を
守
り
、

て
い
る
の
で
、
秋
田
の
隣
接
地
が
ふ
さ
わ
し
ぃ
。
さ
ら
に

「郡
府

」
と
ぃ
う
言
い
方

が
あ
る

（
『
続
日
本
紀
』

延
暦
二
年
六
月
丙
午
朔
条
）
と
ぃ
う
こ
と
に
な
る
と
、

田
郡
の
南
隣
の
河
辺
郡
以
外
に
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る

。

秋

逆
に
百
姓
や
狄
俘
が
兵
力
や
粮
食
を
供
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
秋
田
城
を
支
え
て
き

た
の
で
あ
る

。
宝
一m一一一十
一
年
条
が
明
確
に
語
つ

て
い
る
よ
う
に
、
宝
亀
年
間
の
秋
田

城
の

「停
廃

」
問
題
と
は
、
秋
田
城
の
城
柵
と
し
て
の
機
能
停
止
と
城
下
の
住
民
の

当
時
、
出
羽
国
の
要
請
を
受
け
た
中
央
政
府
は
、
審
議
の
結
果
、
秋
田
城
を
放
棄

し
て
河
辺
郡
を
維
持
す
る
こ
と
を
認
め
る
決
定
を
下
し
た

。
そ
れ
を
受
け
て
、
出
羽

河
辺
郡
へ
の
移
住
と
を
包
括
し
た
施
策
で
あ
り
、
住
民
の
移
住
ぬ
き
で
秋
田
城
を
停

廃
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
古
代
城
柵
の
本
質
を
端

国
は
秋
田
城
の
軍
団
兵
士
に
よ
る
守
備
を
解
除
し
、

あ
る

。

城
司
の
派
造
も
停
止
し
た
の
で

的
に
示
す
も
の
で
あ
る
が
、延
暦
二
十
三
年
に
行
わ
れ
る

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
か
な
り
の
歳
月
を
経
た
の
に

な
お
城
下
の
百
姓
や
狄
俘

と
ぃ
う
措
置
の
内
実
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
非
常
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
で
確
認
を
し
て
お
き
た
い

。

こ

は
河
辺
郡
へ
移
住
し
て
い
な
ぃ
と
ぃ
う

（
「然
れ
ど
も
今
、
積
む
に
歳
月
を
以
て
し

い

し

て
も
、
な
ほ
未
だ
移
徙
せ
ず

」）
。
こ
れ
が
秋
田
城
を
い
ま
だ
に

「挙
げ
て
棄
て
る

」、

宝
一一m-一
初
年
に
出
羽
国
司
の
要
請
を
う
け
た
中
央
政
府
は
、
城
下
の
住
民
の
河
辺
郡

へ
の
移
住
と
一
体
と
な
っ
た
秋
田
城
の
停
廃
を
許
可
し
た

。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
秋

す
な
わ
ち
全
面
的
に
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
最
大
の
理
由
と
み
ら
れ
る
。

こ

田
城
で
は
城
司
の
常
駐
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
軍
団
兵
の
配
備
も
撤
廃
さ
れ
た

。



こ
れ
は
、
城
下
の
百
姓
・

狄
俘
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
を
う
な
が
す
と
ぃ
う
意
味
合
い

う
〇

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
城
下
の
住
民
の
移
住
は
な
か
な

は
-lf
か

か
進
ま
な
か
っ
た

。
こ
れ
は
中
央
政
府
が
「百
姓
遷
る
こ
と
を
重
る
こ
と
明
ら
け
し
」

そ
う
す
る
と

「宝
亀
の
初
め
」
が
ぃ
っ
ご
ろ
か
に
も
ょ
る
が
、
元
～
二
年
ご
ろ
と

す
れ
ば
、
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
秋
田
城
は
城
司
も
軍
団
兵
も
常
駐
し
な
い
状
態
が

と
言
つ

て
い
る
よ
う
に
、

な
ら
な
い

。

城
下
の
住
民
自
身
が
移
住
を
忌
避
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か

続
い
て
い
た
と
ぃ
う
こ
と
に
な
る

。
こ
れ
は
主
要
城
柵
と
し
て
は
異
常
事
態
と
ぃ
っ

っ
ぎ
に
み
る
延
暦
二
十
三
年
条
に
よ
れ
ば
、
出
羽
国
司
は
、
秋
田
の
地
は
土
地
が

て
よ
く
、
か
な
り
不
自
然
な
気
も
す
る

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も

「宝
亀
の
初

め

」
に

「河
辺
を
治
む

」
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
国
家
の
立

や
せ
て
い
て
農
耕
に
適
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
う
え
北
隅
に
孤
居
し
て
い
て
孤
立
無
援

の
立
地
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る

。
し
か
も
宝
亀
初
年
に
秋
田
城
の
停
廃
が
決
定
さ
れ

場
か
ら
す
れ
ば
、

あ
る

。
む
し
ろ
、

既
定
の
方
針
に
沿
つ

た
施
策
を
継
続
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
秋
田
城
を

「挙
げ
て
棄
て
る

」
に
至
ら
な

て
か
ら
は
、

し
て
い
た
。

城
司
も
軍
団
兵
の
配
備
も
停
廃
さ
れ
、
秋
田
城
の
兵
力
は
大
幅
に
低
下

か
っ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秋
田
城
下
の
百
姓
・
狄
俘
は
河
辺
郡
へ
移
住

こ
の
十
年
近
く
の
間

秋
田
城
は
ま
っ
た
く
無
防
備
だ
っ
た
の
か
と
ぃ
え
ば
、
お

し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
ぃ
う
の
で
あ
る

。
こ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、
出
羽

国
司
は
秋
田
城
の
維
持
が
軍
事
的
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
停
廃
を
望
ん
で
い
た

そ
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
ぃ
。
筆
者
は
、
こ
の
と
き
狄
志
良
須
・
俘
囚
宇
奈
古
ら
が

鎮
狄
将
軍
に
今
後
の
秋
田
城
の
番
備
方
針
に
っ
い
て
確
認
し
て
い
る
の
は
、
正
規
兵

が

城
下
の
住
民
は
逆
に

，最
北
の
城
柵

秋
田
城
の
城
下
に
住
み
続
け
る
こ
と
を

の
配
備
が
停
止
さ
れ
て
以
降
、
か
れ
ら
狄
俘
た
ち
が
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
か
ら
で

強
く
願
つ

て
い
た
と
い
う
構
図
で
あ
る

。
そ
れ
が
な
ぜ
か
は
、
こ
れ
ま
で
問
わ
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

。
筆
者
は

こ
の
問
題
は
秋
田
城
の
城
柵
と
し

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

。
同
様
の
こ
と
は
、
弘
仁
六
年

（八
一
五
）
に
鎮
兵
の

（9
）

配
備
が
停
止
さ
れ
た
徳
丹
城
で
も
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

。
百
姓
が
警
備
に
加

て
の
特
質
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
論
点
に
な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
が

本

わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
城
司
の
派
造
停
止
後
、
城
下
の
住
民

稿
の
主
題
か
ら
離
れ
る
の
で
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
讓
る
こ
と
に
し
た
い

。

を
管
軸
し
た
の
が
ど
こ
か
が
問
題
と
な
る
が
、
お
そ
ら
く
河
辺
郡
で
あ
ろ
う
。

な
お
今
泉
氏
は
、
秋
田
城
は
宝
一m
-一
初
年
に
停
廃
が
決
定
さ
れ
た
あ
と
ぃ
っ
た
ん
復

さ
て
宝
亀
十
一
年
に
鎮
狄
将
軍
の
奏
上
を
う
け
た
中
央
政
府
は
、
宝
亀
初
年
に
決

活
し
、

い
る

。
宝
亀
十
一
年
に
近
い
時
期
に
な
っ
て
再
度
停
廃
さ
れ
た
と
ぃ
う
想
定
を
し
て

し
か
し
な
が
ら
、
中
央
政
府
の

「然
れ
ど
も
今
、
積
む
に
歳
月
を
以
て
し
て

も

な
ほ
未
だ
移
徒
せ
ず

」
と
ぃ
う
言
い
方
か
ら
は
、
そ
の
後
秋
田
城
が
復
置
さ
れ

る
よ
う
な
大
き
な
状
況
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
取
れ
な
ぃ
。
宝
一m一一一初
年
の
決

定
は
、
こ
の
と
き
に
至
る
ま
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

定
さ
れ
た
秋
田
城
停
廃
の
方
針
を
大
き
く
転
換
す
る

。
秋
田
城
に
鎮

:

狄
使
の
官
人
な

い
し
国
司
を
城
司
と
し
て
常
駐
さ
せ
、
「多
少
の
軍
士
」
を
配
備
す
る
よ
う
命
じ
る

し
ば
ら

の
で
あ
る

。
こ
れ
は

「且
く
」
と
あ
る
か
ら
、
暫
定
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
們
、
そ
れ
に
し
て
も
宝
一m-一
初
年
に
決
定
さ
れ
た
秋
田
城
停
廃
の
方
針
を
大
き
く
転

換
す
る
も
の
で
あ
っ
た

。

秋田城の停廃問題と九世紀初頭の城福再福



政
策
転
換
の
理
由
は
、
大
き
く
ぃ
っ
て
二
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
こ

の
年
の
三
月
に
陸
奥
国
で
起
こ
っ
た
伊
治
此
口

麻
呂
の
乱
の
影
響
で
あ
る

。
既
述
の
よ

う
に
、
鎮
狄
将
軍
の
出
羽
国
へ
の
派
遺
自
体
が
、
乱
の
出
羽
国
へ
の
拡
大
防
止
を
日

的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
延
暦
二
年

（
七
八
三
）
の
出
羽
国
の
言
上
に

「宝
一構一E-一

十

一
年
、
雄
勝
・

平
鹿
二
郡
百
姓
、
為
レ

賊
所
レ

略
、
各
失
．
．本
業
一
、
彫
弊
殊
甚

」

と
あ
る
よ
う
に

（
「続
日
本
紀

」
同
年
六
月
丙
午
朔
条
）
、
実
際
に
山
北
地
方
で
も
反

乱
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る

。
し
た
が
っ
て
、
秋
田
城
も
防
備
を
強
化
す
る
こ
と

が
急
務
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
秋
田
城
下
の
狄
俘
ら
の
一愛
慮
も
、
そ
れ
を
受
け
て
の

中
央
政
府
の
政
策
転
換
も
、
直
接
的
に
は
此［一麻
呂
の
乱
の
勃
発
に
よ
る
状
況
の
変
化

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る

。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
出
さ
れ
た
指
示
が
、
専
当

官

（
=

城
司
）
と
軍
士
の
秋
田
城
へ
の
派
造
と
由
理
柵
へ
の
派
兵
に
よ
る
両
城
柵
の

連
携
強
化
で
あ
っ
た

。

も
う
一
っ
の
理
由
は
、
中
央
政
府
の
返
答
の
最
後
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
城
下
の
百

姓
ら
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
が
い
っ
こ
う
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
実
態
で
あ
る

。
政

府
は
、こ
の
状
況
は
百
姓
ら
が
移
住
を
忌
避
し
て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
し
て
、

出
羽
国
に
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
城
下
の
狄
俘
や
百
姓
の
も
と
に
い
っ
て

「彼
此
の
利

害

」、
す
な
わ
ち
秋
田
城
下
よ
り
も
河
辺
郡
に
住
む
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
と
ぃ
う
こ

と
を
説
明
し
て
説
得
す
る
よ
う
指
示
を
し
て
い
る

。
こ
れ
は
中
央
政
府
が
、
城
下
の

住
民
の
移
住
が
進
ま
な
い
か
ぎ
り
秋
田
城
の
停
廃
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
再
確
認
し

た
も
の
で
、
秋
田
城
の
暫
定
的
な
存
続
へ
の
方
針
転
換
と
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と

み
ら
れ
る

。

要
す
る
に
、
宝
一m-一
年
間
に
政
治
問
題
化
す
る
秋
田
城
の
停
廃
と
は
、
秋
田
城
下
の

住
民
を
南
隣
の
河
辺
郡
へ
移
住
さ
せ
て
施
設
と
し
て
の
秋
田
城
を
停
廃
し
よ
う
と
す

る
施
策
で
、
宝
一一照
一
初
年
に
出
羽
国
司
か
ら
要
請
が
だ
さ
れ
、
中
央
政
府
も
そ
れ
を
承

認
す
る

。
そ
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
ほ
ど
な
く
城
司
と
軍
団
兵
の
秋
田
城
へ
の
常
駐

は
停
止
さ
れ
る
が
、
住
民
の
移
住
が
い
っ
こ
う
に
進
ま
な
ぃ
た
め
に
、
施
設
と
し
て

の
秋
田
城
は
停
廃
で
き
ず
に
存
続
す
る

。
宝
亀
十

一
年
に
至
り
、
陸
奥
国
で
伊
治
此
ロ

麻
呂
の
乱
が
勃
発
し
て
そ
の
影
響
が
出
羽
国
ま
で
及
ん
だ
た
め
に
、
中
央
政
府
は
施

策
の
見
直
し
を
行
い

、
秋
田
城
の
城
司
・
警
備
兵
の
常
駐
を
復
活
し
て
師
a

定
的
に
存

続
さ
せ
る
方
針
に
転
換
す
る
と
と
も
に

、
由
理
柵
へ
も
派
兵
し
て
両
城
柵
の
防
衛
上

の
連
携
の
強
化
を
図
る

。
一
方
で
、
城
下
の
住
民
を
説
得
し
て
河
辺
郡
へ
移
住
さ
せ

る
よ
う
命
じ
て
い
る
の
で
、秋
田
城
停
廃
の
方
針
を
破
棄
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

。

こ
こ
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
出
羽
国
は
秋
田
城
の
停
廃
を
強
く
望
ん
で
お
り
、
こ

の
段
階
で
は
中
央
政
府
も
そ
の
方
針
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
、
と
こ
ろ
が
秋
田
城
下

の
百
姓
・

狄
俘
は
、
河
辺
郡
へ
の
移
住
を
き
ら
い

、
常
備
軍
に
よ
る
守
備
体
制
が
撤

廃
さ
れ
て
も
、
従
前
ど
お
り
城
下
に
住
み
続
け
た
こ
と
で
あ
る

。
要
す
る
に
、
出
羽

国
・
中
央
政
府
が
一
致
し
て
行
お
う
と
し
た
秋
田
城
の
停
廃
が
実
現
し
な
か
っ
た
の

は
、
城
下
の
住
民
が
河
辺
郡
へ
の
移
住
を
忌
避
し
た
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

。
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延
暦
二
十
三
年
の
い
わ
ゆ
る

「秋
田
城
の
停
廃

」
に
っ
い
て

此
口

麻
呂
の
乱
の
影
響
で
、
当
面
、
秋
田
城
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
二
四

年
後
、
出
羽
国
は
再
び
中
央
政
府
に
秋
田
城
の
停
廃
を
願
い
出
る

。

史
料
2

『
日
本
後
紀
』

延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
十
一
月
一実
已
条

出
羽
国
言
、
秋
田
城
建
置
以
来
-H-
余
年

。
土
地
境
-f
、
不
レ

宜
．

五
穀
一

。
加
以

孤
二

居
北
隅
一
、
無
レ

隣
一

相
救
一

。
伏
望
永
従
二

停
廃
一

、
保
．
．
河
辺
府
一
者

。
宜

，
-

停
レ

城
為
レ

郡
、
不
レ

論
二

土
人
・

浪
人
一
、
以
下

住
二

彼
城
一
者
-
．編
附
m-

潟
。



こ
の
と
き
出
羽
国
は
、
秋
田
城
は
土
地
が
疫
せ
て
い
て
農
耕
に
不
適
な
う
え
に

、
軍

事
的
に
も
北
隅
に
孤
居
し
て
い
て
救
援
し
に
く
ぃ
と
ぃ
う
理
由
を
あ
げ
て
、
秋
田
城

を
停
廃
す
る
代
わ
り
に
河
辺
府

（
=

河
辺
郡
府
）
を
維
持
す
る
こ
と
を
も
と
め
た

。

史
料
2
は
か
な
り
簡
略
で
、
意
味
が
と
り
に
く
ぃ
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
「河
辺
府

」

を
保
つ
と
は
、
下
文
で
中
央
政
府
が
百
姓
の
秋
田
郡
へ
の
編
附
を
命
じ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
み
て
、
秋
田
城
下
の
住
民
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
策
を
含
意
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る

。
出
羽
国
は
、
宝
亀
初
年
に
決
定
さ
れ
た
秋
田
城
の
全
面
放
棄
案
を
再
提
案

し
た
の
で
あ
る

。

と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
の
中
央
政
府
の
決
定
は
、
宝
一m i一
初
年
と
は
大
き
く
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た

。
「城
を
停
め
て
郡
と
為
し
」た
う
え
で
、城
下
に
住
む
百
姓
は
土
人
（
地

元
に
本
買
の
あ
る
も
の
）・
浪
人
（
本
買
地
か
ら
離
れ
て
い
る
浮
浪
人
）
の
区
別
な
く
、

秋
田
郡
に
編
附
す
る
よ
う
指
示
し
た

。
こ
こ
に
出
羽
国
が
長
年
に
わ
た
っ
て
望
ん
で

き
た
秋
田
城
の
全
面
放
棄
と
住
民
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
策
は
完
全
に
破
棄
さ
れ
た
の

で
あ
る

。

た
だ
し

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
と
ぃ
う
措
置
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
諸
説

が
あ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
る

。
ま
ず
平
川
南
氏
は
、
「城
（
柵
）
に
は
施
設
名

の
み
を
指
す
場
合
と
、
そ
の
施
設
を
含
め
た
一
定
の
拡
が
り
を
意
味
す
る
場
合
と
が

あ
る

」
と
し
、
後
者
を

「城
制

」
と
名
づ
け
る

。
「城
制
の
特
徴
は

一
定
期
間
調
-itf

を
免
除
さ
れ
、
令
制
の
郡
へ
の
移
行
過
程
に
お
け
る
一
種
の
行
政
単
位

」
と
し
、
城

制
を
「国
府
直
営

」と
も
ぃ
っ
て
い
る

。
そ
し
て
延
暦
二
十
三
年
条
に
っ
い
て
は

、「秋

田
城
制
下
の
-
-
す
べ
て
の
民
を
令
制
の
郡
に
編
附
し
よ
う
と
し
た

」
も
の
で
、
城

制
か
ら
郡
制
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「は
じ
め
て
全
面
的
課
役
対
象
と
し
て
編

（
ll
）

附
さ
れ
た

」
と
解
す
る

。
な
お
、
平
川
氏
は
こ
の
と
き
ま
で
秋
田
城
に
国
府
が
あ
っ

た
と
考
え
て
お
り
、
「永
従
二

停
廃
一
、
保
二

河
辺
府
一

」
は
秋
田
城
の
国
府
を
河
辺
府

=

出
羽
郡
へ
移
転
し
、
秋
田
城
は

「国
司
を
常
駐
さ
せ
兵
士
を
常
備
し
、
い
わ
ば
第

二
国
府
的
性
格
を
維
持
し
た

」
と
解
す
る

。

一
方
、
今
泉
氏
は
、
「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
に
っ
い
て
、
「郡
」
を
郡
司
機
構
、

「城
」
を
そ
れ
に
対
応
さ
せ
て
城
司
機
構
の
意
に
解
し
、
「国
司
に
よ
る
城
司
か
ら
郡

（l2
）

司
へ
の
官
司
機
構
の
転
換

」と
解
し
た
。
さ
ら
に

「秋
田
城
の
初
歩
的
考
察

」で
は
、

「秋
田
城
の
城
司
と
そ
の
支
配
下
の
兵
を
停
廃
し
、
秋
田
郡
を
置
い
て
郡
司
を
任
命

し
、
城
司
の
支
配
下
に
あ
っ
た
人
民
を
郡
の
下
に
編
成
し
て
支
配
さ
せ
た

」
と
述
べ

て
い
る

。
そ
れ
は
、
出
羽
国
の
秋
田
城
放
棄
案
に
対
し
て

「政
府
は
移
住
は
さ
せ
ず

秋
田
を
確
保
す
る
が
、
負
担
の
重
い
城
柵
は
停
廃
し
て
秋
田
郡
を
設
け
て
支
配
さ
せ

る
こ
と
に
し
た

」
と
ぃ
う
こ
と
で
、
「や
む
を
得
ず
取
ら
れ
た
次
善
の
策
で
あ
っ
た

」

と
み
る

。
い
わ
ば

、
出
羽
国
側
の
秋
田
城
全
面
放
棄
案
に
対
し
て
、
守
備
兵
を
含
む

城
司
機
構
は
廃
止
し
、代
わ
り
に
郡
制
を
し
ぃ
て
秋
田
城
を
秋
田
郡
に
編
成
替
え
し
、

そ
の
も
と
で
土
人
・
浪
人
と
も
に
編
附
し
て
支
配
を
行
わ
せ
る
と
い
う
方
式
と
理
解

す
る
の
で
あ
る

。

こ
れ
に
対
し
て
熊
田
亮
介
氏
は
、
秋
田
城
の
停
廃
と
そ
れ
に
と
も
な
う
城
司
に
よ

る
城
下
の
支
配
を
と
ど
め
た
こ
と
は
認
め
っ
っ
も
、
「秋
田
郡
は
こ
れ
以
前
に
成
立

し
て
お
り
、
延
暦
二
三
年
条
は
〔

そ
れ
ま
で
別
の
場
所
に
あ
っ
た
I
引
用
者
輔
〕

秋

（
l:;
）

田
郡
の
支
配
機
構
が
秋
田
城
に
移
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る

」
と
解
す
る

。
そ
の
根

拠
は
、
延
暦
二
十
三
年
条
は
、
通
常
の
郡
の
新
設
記
事
の
よ
う
に

「-
郡
を
建
つ

」

な
い
し

「-
郡
を
置
く

」と
記
さ
れ
ず
、「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」と
ぃ
う

「特
異

」

な
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、郡
の
新
設
と
は
考
え
が
た
い
と
ぃ
う
の
で
あ
る

。

ま
た
別
の
論
文
で
は
、
宝
亀
十
一
年
条
に
み
え
る
秋
田
城
下
の

「百
姓

」
と
は
、
「編

7 秋田城の停廃間題と九世紀初頭の城相・再編



附
さ
れ
た
民
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
秋
田
郡
に
本
買
を
有
す
る
者
と
み
る
の

が
自
然
で
あ
る

」
と
も
述
べ
、
宝
亀
年
間
に
は
河
辺
郡
と
と
も
に
秋
田
郡
が
成
立
し

（14
）

て
い
た
と
ぃ
う
見
解
を
表
明
し
て
い
る

。
熊
田
氏
の
見
解
は
、
城
司
機
構
の
停
廃
は

問
題
と
み
ら
れ
る
点
か
ら
し
た
が
い
が
た
ぃ
し
、
秋
田
城
が
こ
の
あ
と

「第
二
国
府

認
め
っ
っ
も
、
秋
田
郡
家
は
こ
れ
以
前
か
ら
別
処
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の

的
性
格
を
維
持
し
た

」
と
す
る
点
も
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

「永
従
二

停
廃
一
、

保
=

河
辺
府
一
」
と
ぃ
う
文
言
は
あ
く
ま
で
も
出
羽
国
の
提
案
で
あ
っ
て
、
既
述
の

よ
う
に
こ
の
提
案
は
却
下
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
成
立
し
が
た
ぃ
と
思

8

と
き
に
秋
田
城
に
移
転
し
て
百
姓
の
支
配
に
あ
た
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る

。

わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
平
川
氏
が
提
唱
し
た

「城
」
を
建
郡
の
前
段
階
の
行
政
単
位

筆
者
は
、
近
年
、
今
泉
氏
の
城
司
制
論
の
再
検
討
を
行
つ
た
が
、
延
暦
二
十
三
年

条
に
っ
い

て
は
今
泉
氏
の
見
解
に
賛
同
し
、
独
自
の
分
析
を
行
う
に
は
至
ら
な

（
-
）

か
っ
た

。
ま
た
樋
ロ
知
志
氏
も
近
稿
で

「城
柵
の
機
能
停
止
と
は
今
泉
隆
雄
氏
が
い

と
み
る
説
は
、率
直
に
い
っ
て
論
証
に
成
功
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る

。

城
司
機
構
の
停
廃
と
郡
司
機
構
へ
の
移
管
と
解
す
る
今
泉
説
は
明
快
で
、
こ
れ
ま

で
通
説
と
ぃ
っ
て
よ
い
評
価
を
受
け
て
き
て
お
り
、
筆
者
も
資
同
し
て
き
た

。
し
か

う
ょ
う
に
、
国
司
の
城
司
と
し
て
の
常
駐
を
止
め
る
こ
と

」
と
し
て
、

（
l6
）

意
を
表
し
て
い
る

。

今
泉
説
に
賛

し
な
が
ら
、
改
め
て
史
料
を
読
み
返
し
、
ま
た
秋
田
城
跡
の
調
査
成
果
等
も
ふ
ま
え

て
再
考
し
て
み
る
と
、
い
く
っ
か
の
疑
間
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上

延
暦
二
十
三
年
条
に
関
す
る
近
年
の
研
究
を
概
観
し
て
み
た
が
、
城
司
機

ま
ず
第

一
に
、「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」の
「城
を
停
む

」を
城
司
機
構
の
廃
止
、

構
の
停
廃
と
新
設
秋
田
郡
へ
の
百
姓
の
移
管
と
み
る
今
泉
氏
の
見
解
が
も
っ
と
も
有

具
体
的
に
は
城
司
と
そ
の
配
下
の
兵
の
停
廃
と
解
す
る
か
ぎ
り
、
秋
田
城
は
い
わ
ば

力
と
ぃ
っ
て
よ
い

。
熊
田
氏
は
秋
田
郡
が
宝
亀
以
前
か
ら
存
在
し
、
こ
の
と
き
秋
田

武
装
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
点
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
秋
田
城
は
、

城
に
郡
家
が
移
転
し
た
と
み
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
城
司
機
構
が
廃
止
さ
れ
た
と
み

難
く

河
辺
は
治
め
易
し
」
と
ぃ
わ
れ

ま
た

「北
隅
に
孤
居
し
て
、 「秋
田
は
保
ち

相
救
ふ
に
隣

る
点
は

今
泉
説
と
同
じ
で
あ
る

。
た
だ
氏
の
よ
う
に

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す
」

り
無
し
」
と
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
防
御
の
む
ず
か
し
ぃ
城
柵
と
さ
れ
て
き
た

。

と
ぃ
う
表
現
か
ら
既
存
の
郡
家
の
秋
田
城
へ
の
移
転
を
読
み
取
る
と
ぃ
う
の
は
、
や

出
羽
国
は
そ
れ
を
き
ら
っ
て
再
三
に
わ
た
っ
て
秋
田
城
の
廃
城
を
要
請
し
た
わ
け
で

や
深
読
み
に
す
ぎ
る
憾
み
が
あ
り
、

の
解
釈
い
か
ん
で
は
強
い
て
そ
の
よ
う

あ
る

。
そ
の
よ
う
な
秋
田
城
を
武
装
解
除
し
た
う
え
で
、
住
民
の
移
住
も
行
わ
ず
に

に
解
釈
す
る
必
要
は
な
ぃ
と
思
わ
れ
る
。

郡
の
組
織
の
み
で
支
配
を
さ
せ
る
と
ぃ
う
の
は
、

平
川
氏
は
、
こ
の
場
合
の

「城
」
を

「国
府
直
営

」
の

「一
定
の
拡
が
り
」
を
も

ん
だ
、
あ
え
て
い
え
ば
無
謀
な
政
策
で
あ
っ
て
、
政
策
と
し
て
根
本
的
な
矛
后
を
孕

筆
者
に
は

「次
善
の
策

」
と
し
て

っ

「一
種
の
行
政
単
位

」
と
し
て
と
ら
え

す
る
点
で
他
の
諸
氏
と
異
な
る
。
た
だ

、
そ
れ
が
こ
の
と
き
郡
制
へ
移
行
し
た
と

氏
が
こ
の
と
き
俘
因
を
含
む
城
下
の
す
べ

も
あ
り
そ
う
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

確
か
に
宝
一地
年
間
に
も
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
秋
田
城
の
城
司
と
軍
団
兵
が

て
の
住
民
が
編
附
さ
れ
、
全
面
的
に
課
役
負
担
の
対
象
と
な
っ
た
と
す
る
の
は
、

一
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
停
廃
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、

般
に
俘
囚
は
編
附
さ
れ
な
い
し
、
柵
戸
の
課
役
免
除
は
城
制
段
階
か
否
か
と
は
別
の

秋
田
城
の
全
面
放
棄
と
城
下
の
住
民
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
と
ぃ
う
既
定
方
針
の
も
と



で
実
行
さ
れ
た
と
い
う
点
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る

。
こ
の
と
き
の
秋
田
城
の
武

装
解
除
策
に
は
、
城
下
の
住
民
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
を
う
な
が
す
と
ぃ
う
意
味
も
、

当
然
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

。
と
こ
ろ
が
延
暦
二
十
三
年
に
は
、
中
央
政
府
は
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、
お
そ
ら
く
移
住
策
は
非
現
実
的
と
判
断
し
て
、
出
羽
国
の

再
度
の
提
案
を
却
下
し
た
う
え
で
秋
田
郡
へ
の
編
附
を
命
じ
た
の
で
あ
る

。
そ
れ
な

の
に
、
同
時
に
秋
田
城
の
武
装
解
除
を
意
味
す
る
城
司
機
構
の
廃
止
と
い
う
ょ
う
な

指
示
を
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
、
疑
問
の
第
一
点
で
あ
る

。
こ
の
観
点
か
ら
、

延
暦
二
十
三
年
条
を
も
う
一
度
読
み
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

。

（l7
）

第
二
は
、
近
年
と
く
に
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
が
城
柵
の
再
編
期

に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
と

「秋
田
城
の
停
廃

」
と
の
関
係
で
あ
る

。
律
令
国
家
は
、

延
暦
十
三
年

（
七
九
四
）
と
同
二
十
年

（八
〇
一
）
の
二
度
に
わ
た
る
征
夷
戦
に
お

け
る
勝
利
に
よ
っ
て
、
宝
一一m一一一年
間
か
ら
続
い
た
蝦
夷
の
反
乱
を
よ
う
や
く
ほ
ぼ
制
圧

し
、
余
勢
を
か
っ
て
こ
れ
ま
で
中
央
政
府
を
苦
し
め
て
き
た
山
道
蝦
夷
の
根
拠
地
に

っ
ぎ
っ
ぎ
と
城
柵
を
築
い
て
い
っ
た

。
延
暦
二
十
一
年

（
八
〇
二
）
に
胆
沢
城
、
翌

二
十
二
年
に
志
波
城
を
築
く
が
、
と
く
に
最
前
線
に
位
置
す
る
志
波
城
は
古
代
城
柵

と
し
て
は
最
大
級
の
規
模
で
、
こ
の
段
階
に
は
さ
ら
に
北
方
へ
の
領
域
拡
大
を
意
図

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

。
一
方
、
出
羽
側
で
も
八
〇
二
年
ご
ろ
に
払
田
柵

が
造
営
さ
れ
、
同
じ
こ
ろ
秋
田
城
で
も
大
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
古
学
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
た

。
こ
の
時
期
は
、
い
わ
ば
桓
武
朝
の
積
極
的
、
強
圧
的
な
蝦
夷

み
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う

。

第
三
に
、
右
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
秋
田
城
で
は
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
に
外

郭
施
設
と
政
庁
の
全
面
建
て
替
え
を
含
む
大
規
模
な
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た

。
外
郭
施
設
は
、
そ
れ
ま
で
の
築
地
塀
か
ら
材
木
塀

（v
字
状
の
灘
の
中

に
材
木
を
間
隔
を
空
け
て
立
て
並
べ
る
夕
イ
プ
）
へ
変
更
さ
れ

、
櫓
が
取
り
っ
け
ら

れ
る

。
政
庁
で
は
、
全
面
に
整
地
地
業
を
行
つ
た
う
え
で
、
区
画
施
設
は
崩
壊
し
た

築
地
の
高
ま
り
上
に
一
本
柱
列
塀
が
築
か
れ
る

。
政
庁
の
建
物
も
す
べ
て
建
て
替
え

ら
れ
、
東
門
が
棟
門
か
ら
八
脚
門
に
な
る
な
ど
、
「門
や
建
物
の
構
成
が
最
も
充
実

（18
）

す
る
時
期

」
と
さ
れ
て
い
る

。
さ
ら
に
注
日
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
期

、
城
内
北
西

部
の
焼
山
地
区
で
も
建
物
の
全
面
的
な
建
て
か
え
が
行
わ
れ
、
倉
庫
群
と
み
ら
れ
る

総
柱
建
物
が
出
現
す
る
こ
と
で
あ
る

。
こ
の
よ
う
に
秋
田
城
は
、
八
世
紀
末
～
九
世

紀
初
頭
に
大
規
模
な
改
修
が
行
わ
れ

、
施
設
と
し
て
の
整
備
が
進
む
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る

。
こ
の
大
改
修
は
時
期
的
に

「秋
田
城
の
停
廃

」
が
行
わ
れ
た
と
さ

れ
る
延
暦
二
十
三
年
も
含
み
う
る
の
で
、
両
者
の
関
係
を
具
体
的
に
考
え
て
み
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う

。

以
下

、
第
一
～
三
の
問
題
に
っ
い
て
、
順
次
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
延
暦
二
十
三

年
の

「秋
田
城
の
停
廃

」
に
っ
い
て
再
考
し
て
み
る
こ
と
に
す
る

。

政
策
が
頂
点
に
達
し
、
さ
ら
な
る
領
域
拡
大
を
企
図
し
て
い
た
時
期
で
あ
る

。
そ
の

よ
う
な
と
き
に
最
北
の
城
柵
で
あ
る
秋
田
城
を
武
装
解
除
す
る
と
い
う
の
は
、
か
な

り
不
自
然
な
印
象
を
受
け
る

。
そ
こ
で
延
暦
二
十
三
年
の

「秋
田
城
の
停
廃

」
に
っ

い
て
も
、
こ
の
九
世
紀
初
頭
の
城
柵
の
再
編
策
と
の
関
連
性
、
整
合
性
を
再
考
し
て

三
'

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
の
再
検
討

ま
ず
、
第
一
の
問
題
で
あ
る
延
暦
二
十
三
年
条
の

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
の

再
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
い

。
こ
の

「城
」
に
っ
い
て
は
、既
述
の
よ
う
に
、

平
川
氏
が
一
定
の
拡
が
り
を
も
っ

「行
政
単
位

」
と
と
ら
え
る
の
に
対
し
、
今
泉
氏

は
城
司

（
城
柵
に
常
駐
す
る
国
司
・
鎮
官
の
專
当
官
）
機
構
と
と
ら
え
、
現
在
は
こ

g 秋田域の停廃間題と九世紀初頭の城梱再編



の
今
泉
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る

。
今
泉
氏
が

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」の
「城
」

、
、

を
城
司
機
構
と
解
し
た
の
は
、
す
ぐ
う
し
ろ
の

「郡
」
を
郡
司
機
構
と
と
ら
え
、
し

、
、

た
が
っ
て
そ
れ
と
対
応
関
係
に
あ
る
直
前
の

「城
」
も
城
司
機
構
に
な
る
と
し
た

。

平
川
氏
が
、
城
制
か
ら
郡
制
へ
の
転
換
を
俘
囚
を
含
め
た
住
民
の
編
附
と
全
面
的

な
課
役
負
担
と
ぃ
う
点
に
力
点
を
置
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
既
述
の
よ
う
に
問

1 0

題
が
あ
る
が

城
制
を

国
司
の
専
当
官
に
よ
る
続
治
と
ぃ
う
意
味
で

「国
府
直
営

」

今
泉
氏
は
、

と
し
て
の
郡
家

に
は

①

郡
司
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
官
司
機
構
、
②

施
設

と
し
、
郡
制
施
行
の
前
段
階
の
支
配
体
制
と
す
る
点
に
は
基
本
的
に
は
従
い
た
ぃ
と

③

郡
司
が
支
配
す
る
里
・

戸
と
そ
の
領
域
の
三
つ
の
概
念
が
あ

る
の
に
た
い
し
て

-l

城_
に
は

A

城
柵
を
と
り
囲
む
外
郭
施
設
、
（
B
）
外
郭

思
う

。
既
述
の
よ
う
に
、
延
暦
二
十
三
年
条
に

「土
人
・

浪
人
を
論
ぜ
ず

」
と
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば

、
こ
れ
以
前
か
ら
秋
田
城
下
で
は

「土
人

」
と

「浪
人

」
の
区
分

施
設
に
囲
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
城
柵
の
施
設
全
体
、

c
城
柵
に
設
け
ら
れ
た
城
司

が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
城
制
下
に
お
い
て
籍
帳
支
配
が
行

な
ど
の
機
構
の
三
つ
の
意
味
が
認
め
ら
れ
る
が
、
平
川
氏
の
よ
う
に

「行
政
単
位

」

と
ぃ
う
用
法
を
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
に
は
問
題
が
多
い

と
し
て
否
定
し
、
延
暦

二
十
三
年
条
に
っ
い
て
も
平
川
氏
の
解
釈
を
却
け
た
の
で
あ
る

。

わ
れ
て
い
た
こ
と
も
否
定
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

「土
人
・

浪
人
を
論
ぜ
ず

」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ま
た
郡
制
移
行
時
の
編
附
は
、

柵
戸
と
浮
浪
人
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
蝦
・

一一一一一・'

俘
囚
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
改
め
て
延
一階
二
十
三
年
条
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
と
き
の
中
央
政

要
す
る
に
こ
こ
で
の
指
示
内
容
は
、
そ
れ
ま
で

「土
人

」
が
編
附
さ
れ
て
い
た
一

府
の
指
示
内
容
は

「宜
一
，一停

レ

城
為
レ

部
、
不
レ

論
二

土
人
・

浪
人
一
、
以
下

住
=

彼
城
一

者
上

編
附
甲

焉

」
と
あ
る

。
か
っ
て
平
川
氏
が
着
目
し
た
よ
う
に
、
筆
者
も
ま
た
、

こ
こ
に

「彼
の
城
に
住
む
者

」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い

。
仮
に

「彼
の
城
に
住

定
の
広
が
り
を
も
っ

「城
」
と
ぃ
う
行
政
単
位
を
廃
止
し
て
通
常
の

に
編
成

換
え
す
る

（
こ
れ
は
、
そ
の
支
配
機
構
と
し
て
の

「郡
司

」
機
構
を
置
く
こ
と
も
意

む
者

」
を

「秋
田
城
内
の
住
民

」
と
解
す
る
と
、
秋
田
郡
が
編
附
の
対
象
と
し
た

味
す
る
）
と
と
も
に
、お
な
じ

「城
」の
区
域
に
住
ん
で
い
た

「浪
人

」も
そ
の

「郡
」

に
編
附
し
て
'
土
人
化

せ
よ
と
ぃ
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る

。
浪
人
ま
で
「郡
」

住
民
も
必
然
的
に
秋
田
城
内
の
住
民
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た

に
編
附
し
て

，土
人
化

．す
る
と
ぃ
う
の
は
、
籍
帳
支
配
の
強
化
策
に
ほ
か
な
ら
な

が
っ
て
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
成
り
立
ち
が
た
く

少
な
く
と
も
こ
こ
の
-l

城ー
は
秋

い

。
今
泉
氏
の
見
解
で
は
、
一
方
で
こ
の
よ
う
な
支
配
強
化
策
を
と
り
な
が
ら

他

田
城
の
支
配
が
お
よ
ぶ

一
定
の
広
が
り
を
も
っ
た
区
域
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る

方
で
城
司
機
構
を
廃
止
す
る
と
ぃ
う
支
配
体
制
の
著
し
ぃ
弱
体
化
を
行
つ

た
こ
と
に

と
解
さ
ざ
る
を
え
な
ぃ
。
す
な
わ
ち

「城
」
に
は

平
川
氏
が
提
唱
し
た

拡
が
り
を
も
っ
行
政
単
位

と
ぃ
う
意
味
も
確
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

，一
定
の

そ
う
で
あ

な
っ
て
し
ま
ぃ
、

そ
う
す
る
と
、

こ
の
と
き
の
施
策
を
整
合
的
に
説
明
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る

。

問
題
の

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
と
は
、
百
姓
の
編
附

（
=

籍

れ
ば

同
じ
中
央
政
府
の
指
示
に
み
え
る

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
も
行
政
単
位

帳
支
配
）
の
主
体
で
、な
お
か
っ
一
定
の
領
域
を
と
も
な
う
行
政
単
位
で
も
あ
る
「城
」

と
し
て
の

「城
」
を
通
常
の

「部
」
に
編
成
替
え
す
る
と
ぃ
う
意
味
に
解
し
て
さ
し

を
廃
止
し
て
令
制
郡
を
置
き

浪
人
も
含
め
て
郡
に
編
附
し
て
籍
帳
支
配
を

「郡
」

っ
か
え
な
ぃ

と
ぃ
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

の
機
構
に
移
管
す
る
措
置
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考



え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
「城
を
停
む

」
を
秋
田
城
の
城
司
機
構
の
全
面
廃
止
と
み
る

必
要
は
な
く
、い
わ
ば
城
司
機
構
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
籍
帳
支
配
部
門
を
分
離
・

独
立
さ
せ
て
郡
司
を
中
心
と
し
た
部
の
機
構
と
し
た
と
み
れ
ば
よ
ぃ
と
ぃ
う
こ
と
に

な
ろ
う

。
国
司
の
專
当
官
で
あ
る

「城
司

」
を
中
心
と
し
た
城
司
機
構
は
こ
の
あ
と

も
存
続
し
、
常
備
軍
を
指
揮
下
に
お
い
て
秋
田
城
の
番
備
や
城
下
の
狄
俘
の
支
配
を

行
い

、
秋
田
郡
の
管
轄
も
行
つ
た
と
み
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る

。

詳
細
は
別
稿
を
期
し
た
い
が
、
郡
制
施
行
以
前
に
領
域
支
配
を
に
な
う
行
政
機
構

と
し
て
の

「城
」
は
確
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
柵
戸
の
編
附
と
浮
浪
人

の
把
握
、
さ
ら
に
は
城
下
の
俘
囚
の
管
轄
を
行
い

、
一
定
の
領
域
を
支
配
す
る
組
織

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
領
域
を
指
し
て

「城
」
と
も
よ
ん
だ
の
で
あ
る

。
た

だ
し
、
多
く
の
場
合

、
行
政
単
位
と
し
て
の

「城
」
は
、
郡
制
が
施
行
さ
れ
る
ま
で

の
比
較
的
短
期
間
に
暫
定
的
に
置
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
秋
田
城
の
場

合
は
、
出
羽
柵
が
秋
田
村
に
移
転
し
た
天
平
五
年

（
七
三
三
）
か
ら
数
え
れ
ば
、
実

に
七
一
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
行
政
単
位
と
し
て
の

「城
」
（当
初
は

「柵
」
と
い

う
行
政
単
位
か
）
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
た
秋
田
城
の

城
柵
と
し
て
の
特
質
を
示
す
重
要
な
点
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
も
詳
細

は
別
稿
に
讓
る
こ
と
に
す
る

。

四

九
世
紀
初
頭
の
城
柵
再
編
と

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」

前
節
の
検
討
で
、
延
暦
二
十
三
年
条
の

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
と
は
、
編
附

の
主
体
で
あ
り
、
な
お
か
っ
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
行
政
単
位
で
も
あ
っ
た

「城
」

を

「郡
」
に
編
成
換
え
し
た
も
の
で
、
城
司
機
構
自
体
は
そ
の
あ
と
も
存
続
し
た
と

み
て
よ
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

。
本
節
で
は

、
そ
の
点
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、
こ
れ
を
九
世
紀
初
頭
の
城
柵
再
編
策
の
中
に
位
置
づ
け
を
し
て
み
た
い

。

九
世
紀
初
頭
の
城
柵
再
編
策
と
は
、
陸
奥
国
の
胆
沢
城
・
志
波
城

、
出
羽
国
の
払

田
柵
の
造
営
と
、秋
田
城
の
大
改
修
の
こ
と
で
あ
る

。こ
の
城
柵
再
編
の
契
機
と
な
っ

た
の
は
延
暦
十
三
年

（
七
九
四
）
、
同
二
十
年

（
八
〇

一
）
の
二
度
に
わ
た
る
征
夷

戦
に
お
け
る
勝
利
で
あ
っ
た

。
と
く
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ

た
延
暦
二
十
年
の
征
討
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
政
府
軍
を
苦
し
め
て
き
た
山
道
蝦

夷
の
根
拠
地
で
あ
る
胆
沢
の
地
を
制
圧
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
の
で
あ
る

。
胆
沢
城

が
延
暦
二
十
一
年
、
志
波
城
が
翌
二
十
二
年
に
造
営
さ
れ
て
い
る
の
で
、
延
暦
二
十

年
の
征
実
戦
の
勝
利
が
陸
典
側
の
城
柵
再
編
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う

。

一
方
、
出
羽
側
に
関
し
て
は

「日
本
後
紀
』

の
闕
逸
も
あ
っ
て
、
文
献
史
料
か
ら

は
明
確
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
が
、
発
掘
調
査
の
進
展
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
大

き
な
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た

。
一
っ
は
払
田
柵
の
造
営
で

、
年
輪
年

代
法
に
よ
る
外
柵
の
柵
木
の
測
定
の
結
果

、そ
の
伐
採
年
代
が
八
〇
〇
～
八
〇
二
年
、

外
郭
の
創
建
期
の
柵
木
も
八
〇
一
年
と
ぃ
う
こ
と
が
判
明
し
た

。
し
た
が
っ
て
そ
の

造
営
は
八
〇
二
年
に
開
始
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る

。
ま
さ
に
胆
沢
城
の
造
営
と
同

年
で
あ
る

。
こ
の
払
田
柵
に
関
し
て
は
、
近
年
、
第
二
次
雄
勝
城
説
が
有
力
化
し
て

（
19
）

い
る

。
筆
者
も
し
た
が
い
た
い

。

も
う
一
っ
が
秋
田
城
の
大
改
修
で
、
外
郭
・

政
庁
の

］］
I
期
と
さ
れ
て
い
る
造
営
期

に
相
当
す
る

。
そ
の
造
営
年
代
は
外
郭
II
期
の
終
末
に
堆
積
し
、
同
III
期
の
構
築
に

と
も
な
う
整
地
で
覆
わ
れ
た
ス
ク
モ
状
の
堆
積
層

（泥
炭
層
）
の
上
層
か
ら
延
暦

十
四
年

（
七
九
五
）
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
大
き
く

降
ら
な
ぃ
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
調

）

。
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こ
の
秋
田
域
の
大
改
修
に
っ
い
て
は
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
も
う
少
し
時
期
が

限
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

。
ま
ず
、
陸
奥
側
の
胆
沢
・

志
波
両
城
の
造
営
が
行

わ
れ
る
の
は
、
右
に
み
た
よ
う
に
延
暦
二
十
年
の
征
夷
戦
の
勝
利
を
契
機
と
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
払
田
柵
の
造
営
も
ま
さ
し
く
同
時
期
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
の
で
、
出
羽
側
の
城
柵
再
編
も
同
じ
契
機
に
よ
る
も
の
と
み
て
さ
し
っ

か
え
な
ぃ
。
す
な
わ
ち
延
暦
二
十
年
の
征
夷
戦
で
、
よ
う
ゃ
く
山
道
蝦
実
に
決
定
的

な
勝
利
を
あ
げ
た
律
令
国
家
は
、
そ
れ
を
契
機
に
蝦
夷
支
配
体
制
の
再
編
・

強
化
に

乗
り
だ
し
、
翌
延
暦
二
十
一
年
か
ら
陸
奥
・
出
羽
両
国
で
同
時
に
組
織
的
な
城
柵
の

再
編
に
着
手
し
た
の
で
あ
る

。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
こ
の
点
か
ら
秋
田
城
の
大
改
修

も
延
暦
二
十
一
=

八
〇
二
年
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う

。

第
二
に
、
熊
田
氏
が
注
目
し
た

「越
後
国
米
一
万
六
百
解
・
佐
渡
国
塩
一
百
廿
斛
、

毎
レ

年
運
=

送
出
羽
国
雄
勝
城
一
、
為
二

鎖
兵
根
一
」
（
「日
本
紀
略
』

延
暦
二
十

一
年

（
八
〇
二
）
正
月
庚
午
条
）
と
い
う
史
料
の
存
在
で
あ
る
。
一
万
六
百
解
と
ぃ
う
鎮

兵
模
は
き
ゎ
め
て
多
量
で
、
人
別
一
日
当
た
り
二
升
と
す
れ
ば

、
一
四
七
二
人
分
の

年
間
支
給
額
に
相
当
す
る

。こ
れ
は
の
ち
の
雄
勝
城
の
鎮
兵
数
二
〇
〇
人
は
お
ろ
か
、

出
羽
国
全
体
の
鎮
兵
の
定
数
六
五
〇
名
を
も
は
る
か
に
し
の
ぐ
数
で
あ
る

。
そ
こ
で

投
入
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
該
記
事
は
第
二
次
雄
勝
城
の
造
営
開
始
を
示
す

可
能
性
が
あ
る
と
し
通

）

。
筆
者
は
、
こ
の
鈴
木
拓
也
氏
の
見
解
に
賛
同
し
た
い

。
延

暦
二
十
一
年
の
早
春
、
出
羽
国
で
は
鎮
兵
の
大
動
員
を
行
つ

て
第
二
次
雄
勝
城
の
造

営
を
開
始
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
陸
奥
国
で
胆
沢
城
の
造

営
が
開
始
さ
れ
る
と
き
に
あ
た
っ
て
い
る

（
『
日
本
紀
略

」
延
暦
二
十
一
年
正
月
丙

實
条
）
。
さ
て
そ
う
な
る
と
、
こ
の
時
期
、
出
羽
国
で
は

:

銀
兵
が
雄
勝
城
の
造
営
に

集
中
的
に
投
入
さ
れ
て
い
た
か
ら

、
並
行
し
て
秋
田
城
の
大
改
修
を
行
う
の
は
不
可

能
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い

。
陸
奥
国
で
も
胆
沢
城
造
営
の
翌
年
に
志
波
城
が
造
営
さ

れ
て
い
る

。
し
た
が
っ
て
秋
田
城
の
大
改
修
へ
の
着
手
は
、
払
田
柵
=

第
二
次
雄
勝

I 2

城
の
完
成
後
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う

。

第
三
に
、
こ
の
こ
と
を
別
の
面
か
ら

一一a-一づ
け
る
史
料
が
存
在
す
る

。
そ
れ
が
、
本

熊
田
氏
は

当
時

第
四
次
胆
沢
征
討
が
計
画
さ
れ
、
陸
奥
国
で
は
そ
れ
に
そ
な
え

て
準
備
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
出
羽
国
で
も
そ
れ
に
備
え
て
第
二
次
雄
勝
城
の
造
営

が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
出
羽
国
と
し
て
は
前
後
に
例
を
見
な
ぃ
ほ
ど
の
鎮
兵
を
集
中
配

備
し
た
と
解
し
組
）

。
鈴
木
拓
也
氏
は
、こ
の
熊
田
氏
の
見
解
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、

延
暦
二
十
一
=

八
〇
二
年
と
い
う
の
は
、
払
田
柵
の
柵
木
の
伐
採
年
代
に
合
致
し
て

お
り
、
ま
た
城
柵
の
造
営
時
に
は
し
ば
し
ば
鎮
兵
の
增
員
が
行
わ
れ
る
の
で
、
右
の

大
量
の
鎮
兵
根
の
雄
勝
城
へ
の
輸
送
は
そ
の
造
営
の
労
働
力
と
し
て
多
数
の
鎮
兵
が

稿
が
主
題
と
す
る
延
暦
二
十
三
年
条
で
あ
る

。
こ
の
と
き
出
羽
国
は
、
「土
地
一躍
病

し
か
の
・
，一一に
あ
ら
ず

に
し
て
、
五
穀
に
宜
し
か
ら
ず

。
加

以

、
北
隅
に
孤
居
し
、
相
救
ふ
に
隣
無
し
」

と
ぃ
う
理
由
で
秋
田
城
を
永
久
に
停
廃
す
る
よ
う
言
上
す
る

。
問
題
は
、
出
羽
国
が

秋
田
城
の
全
面
放
棄
を
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
申
し
出
た
か
と
ぃ
う
こ
と
で
あ

る

。
仮
に
こ
の
時
点
で
秋
田
城
の
大
改
修
が
竣
工
し
て
い
た
と
す
れ
ば
む
ろ
ん
で
あ

る
が
、
造
営
工
事
中
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
出
羽
国
が
秋
田
城

停
廃
を
再
提
案
し
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
す
で
に
多
く
の
資
材
と
労
働
力
を
投
入

し
て
推
進
し
っ
っ
あ
っ
た
中
央
政
府
の
政
策
を
真
つ
向
か
ら
否
定
す
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
わ
け
で
、
出
羽
国
が
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
要
請
を
中
央
政
府
に
す
る
と
は

考
え
が
た
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
ふ

ま
え
れ
ば
、
秋
田
城
の
大
改
修
は
延
暦

二
十
三
年
の
時
点
で
ま
だ
着
工
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
ぃ
こ
と
に

な
る

。
延
暦
二
十
三
年
と
ぃ
う
の
は

払
田
柵
造
営
開
始
の
二
年
後
に
あ
た
っ
て
い



る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
完
成
期
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る

。
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら

く
こ
の
こ
ろ
払
田
柵
=

第
二
次
雄
勝
城
の
完
成
を
受
け
て
秋
田
城
の
全
面
改
修
が
日

程
に
上
つ
た
と
ぃ
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
か
ら

出
羽
国
に
そ
の
実
施
等
に
っ
い
て
具
体
的
な
提
案
、
指
示
が
あ
っ
た
の
で
、
出
羽
国

は
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
宝
角

一一初
年
以
来
の
懸
案
で
あ
る
秋
田
城
の
全
面
放
棄
と
城

下
の
百
姓
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
策
を
再
度
提
案
し
た
の
で
は
な
ぃ
か
、
と
ぃ
う
の
が

筆
者
の
推
測
で
あ
る

。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
問
題
の
延
暦
二
十
三
年
の
記
事
は
、
出
羽
国
の
提
案
し

た
秋
田
城
放
棄
策
を
退
け
て
、
そ
の
維
持
を
前
提
と
し
た
全
面
改
修
を
指
示
し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
ず
、そ
の
な
か
で
秋
田
郡
の
建
置
と
籍
帳
支
配
の

「城
」
か
ら

「郡
」

へ
の
移
管
が
命
じ
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
ょ
う

。
そ
う
す
る
と
秋
田
城
の
城
司

機
構
の
存
続
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
た
と
ぃ
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
ぃ
。
こ
の
点
か
ら
も
、
「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
は
、
施
設
と
し
て
の
秋

田
城
の
放
棄
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
城
司
機
構
の
停
廃
を
意
味
す
る
も
の
で
も
決
し

て
な
く
、
山
道
蝦
夷
の
軍
事
的
制
圧
を
契
機
と
す
る
陸
奥
・
出
羽
両
国
北
辺
部
の
城

柵
再
編
策
の
一
環
と
し
て
、
城
司
機
構
の
存
続
を
前
提
と
し
っ
っ
、
既
存
の
城
司
の

み
に
よ
る
秋
田
城
の
支
配
機
構
を
城
司
-
郡
司
の
二
段
構
え
に
整
備
、
強
化
し
た
も

の
と
と
ら
え
直
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

。

五

秋
田
城
の
大
改
修
と

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」

前
節
の
考
察
に
よ
っ
て
、
延
暦
二
十
三
年
の

「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
が
、
考

古
学
的
に
解
明
さ
れ
た
平
安
初
期
の
秋
田
城
の
大
改
修
を
指
示
し
た
史
料
に
ほ
か
な

ら
な
ぃ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

。
そ
こ
で
、
本
節
で
は

、
秋
田
城
の

外
郭
お
よ
び
政
庁
の
第
III
期
と
さ
れ
て
い
る
大
改
修
の
具
体
的
な
実
態
が
、
「城
を

停
め
て
郡
と
為
す

」
=

城
司
機
構
の
存
続
を
前
提
と
し
た
郡
司
機
構
の
創
設
と
ぃ
う

本
稿
の
見
解
と
齟
齬
し
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
た（
-

）

。

秋
田
城
の
外
郭
は
標
高
四
〇
-
-

以
上
の
高
清
水
丘
陵
の
高
い
部
分
を
取
り
囲
む
よ

う
に
め
ぐ
っ
て
い
て
、
束
西
・
南
北
と
も
に
約
五
五
〇
-
-

あ
り
、
平
面
形
は
北
西
部

を
欠
い
た
不
整
方
形
を
呈
し
て
い
る

。そ
の
中
央
や
や
南
西
寄
り
に
政
庁
が
所
在
し
、

東
西
約
九
四
一一一一一、
南
北
約
七
七
-
-

に
区
画
施
設
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
東
西
に
や
や
長
い

方
形
を
呈
す
る

。
ま
た
外
郭
西
辺
の
西
五
〇
〇
-
-

程
の
と
こ
ろ
に
は
、旧
雄
物
川
（古

代
の
秋
田
河
）
の
河
口
が
あ
り
、
秋
田
城
と
海
上
交
通
の
強
い
結
び
っ
き
を
物
語
つ

て
い
る

。

外
郭
の
区
画
施
設
の
変
遷
は
大
き
く
I
～
V
期
に
区
分
さ
れ
る
が
、
全
時
期
を
通

じ
て
ほ
ぼ
同
じ
位
置
を
踏
襲
し
て
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る

。
そ
の
う
ち
問
題
の
平
安

初
期
の
II［
期
は
、
奈
良
時
代
の
I
・

II
期
が
築
地
塀

（II
期
は
非
瓦
葺
）
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
V
字
状
の
一
講
の
中
に
間
隔
を
あ
け
て
材
木
を
立
て
並
べ
る
形
態
の
材
木

塀
に
な
る

。
さ
ら
に
IV
期
は
V
字
状
の
構
の
中
に
密
接
し
て
立
で
並
べ
ら
れ
た
材
木

塀
と
な
り
、V
期
は
大
一構
へ
と
変
化
す
る

。
III
期
の
変
化
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は

、

櫓
状
建
物
の
付
設
で
あ
る

。
外
郭
施
設
へ
の
櫓
状
建
物
の
付
設
は
、
伊
藤
武
士
氏
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
九
世
紀
初
頭
に
陸
奥
・

出
羽
両
国
で
新
た
に
造
営
さ
れ
た

（2
）

胆
沢
城
・

志
波
城
・

払
田
柵
跡
・

城
輪
柵
跡
の
す
べ
て
に
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
時

（
25
）

期
の
城
柵
再
編
策
の
な
か
で
画
一
的
に
行
わ
れ
た
施
策
と
理
解
さ
れ
る

。
秋
田
城
の

大
改
修
も
ま
た
、
城
柵
再
編
策
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
古
学
的
に
示

す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る

。
ま
た
本
稿
の
立
場
か
ら
さ
ら
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の

は
、櫓
状
建
物
に
軍
事
的
機
能
を
認
め
る
か
ぎ
り
、そ
の
外
郭
施
設
へ
の
付
設
は
、「城

I3 秋田城の停廃間題と九世紀初頭の城相再編



を
停
め
て
郡
と
為
す

」
を
城
司
機
構
の
廃
止
と
み
る
見
解
と
根
本
的
に
矛
盾
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る

。m
期
秋
田
城
は
、
常
備
軍
に
よ
る
警
備
を
前
提
と
し
て
造
営
さ

れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
政
庁
跡
は
I
～
u
期
の
変
邏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

。
政
庁
南
西
部
分

の
三
分
の
一
程
度
が
道
路
や
宅
地
な
ど
に
よ
っ
て
削
平
・
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
政
庁

西
辺
の
区
画
施
設
や
西
脇
殿
、
南
門
な
ど
は
検
出
さ
れ
て
い
な
ぃ
が
、
全
期
間
を
通

じ
て
区
画
施
設
の
位
置
や
全
体
が
横
長
の
方
形
プ
ラ
ン
を
呈
す
る
こ
と
に
っ
い
て
は

大
き
な
変
化
が
な
ぃ
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

。
区
画
施
設
は
、
奈
良
時
代
の
I
・
II

期
は
築
地
塀
で
あ
っ
た
が
、
平
安
初
期
の
III
期

（
外
郭
III
期
に
対
応
）
に
政
庁
域
全

体
に
整
地
地
業
を
行
つ

た
う
え
で
一
本
柱
列
塀
に
変
更
し
、
さ
ら
に
元
慶
の
乱
後
の

V
期
に
は
材
木
列
塀
に
変
わ
る

。
III
期
で
特
に
注
日
さ
れ
る
の
は
、
束
門
が
棟
門
か

ら
八
脚
門
に
な
り
、
正
殿
は
東
西
五
間
x
南
北
二
間
の
身
舎
に
南
廠
が
付
け
ら
れ
、

東
脇
殿
も
身
舎
が
南
に
一
間
拡
張
さ
れ
た
う
え
に
西
-llf
が
付
く
な
ど
の
変
化
が
あ

（
26-
）

り
、
「門
や
建
物
の
構
成
が
最
も
充
実
す
る
時
期

」
と
評
さ
れ
て
い
る

。
こ
の
秋
田

城
で
も
も
っ
と
も
充
実
す
る
と
評
価
で
き
る
III
期
の
政
庁
を
郡
家
型
の
政
庁
（
郡
庁
）

と
み
る
こ
と
は
と
う
て
い
困
難
と
思
わ
れ
、
こ
の
点
か
ら
も
II［
期
秋
田
城
を
城
司
機

構
の
廃
止
=

秋
田
都
家
へ
の
組
織
換
え
に
対
応
す
る
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
ぃ
と
思

わ
れ
る

。

城
内
北
西
部
の
焼
山
地
区
で
は
、
倉
庫
群
と
考
え
ら
れ
る
規
則
的
に
配
置
さ
れ
た

掘
立
柱
建
物
群
が
検
出
さ
れ
て
い
る

。
掘
立
柱
建
物
跡
は
A
類
～
D
類
に
分
類
さ
れ

る
が
、
そ
の
う
ち
A
類
が
外
郭
I
期
、
B
類
が
II
期
、
C
類
が
III
・

IV
期
に
相
当
す

る
と
み
ら
れ
る

。
A
類
・

B
類
も
倉
庫
建
物
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
倉

庫
辞
と
し
て
の
性
格
が
明
確
化
す
る
の
は
III
期
以
降
の
C
類
で
あ
り
、
二

:

標
が
南
北

に
並
ぶ
双
倉
構
造
の
建
物
が
出
現
す
る

。
郡
衡
遺
跡
に
は
正
倉
院
が
と
も
な
う
の
が

普
通
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
城
柵
遺
跡
で
は
、
通
常
、
大
規
模
倉
庫
群
は
認
め
ら
れ

な
い

の
で
、
III
期
以
降
に
焼
山
地
区
の
倉
庫
辞
が
整
備
さ
れ
る
の
は
注
目
に
値

す
請
）

。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
延
暦
二
十
三
年
の
秋
田
郡
の
建

郡
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
た

「城
を
停
め
て
郡

と
為
す

」
を
、
本
稿
の
ご
と
く
城
司
機
構
の
存
続
を
前
提
と
し
た
郡
司
機
構
の
創
設

と
み
る
見
解
と
矛
盾
し
な
ぃ
こ
と
に
な
ろ
う

。

な
お
樋
口
知
志
氏
は
、
「城
を
停
め
て
郡
と
為
す

」
を
城
司
機
構
の
停
廃
と
郡
司

機
構
の
新
設
と
み
る
今
泉
氏
の
見
解
に
賛
同
し
た
う
え
で
、
「廃
城
に
と
も
な
う
政

治
機
能
面
の
変
化
は
、秋
田
城
の
遺
構
の
状
況
か
ら
も
あ
る
程
度
窺
え
る

」
と
し
て
、

外
郭
・

政
庁
の
区
画
施
設
が
築
地
塀
か
ら
材
木
塀
に
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
と
、
焼

山
地
区
で
掘
立
柱
の
大
規
模
倉
庫
群
が
造
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
調
）

。
し

か
し
な
が
ら

、
前
者
は
払
田
柵
で
も
外
柵
・
政
庁
と
外
郭
の
一
部
に
材
木
塀
が
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
郡
家
の
指
標
と
は
な
し
が
た
く
、
伊
藤
氏
の
い
う
よ

（29
）

う
に
、
こ
の
時
期
の
出
羽
側
の
城
柵
に
共
通
す
る
形
態
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う

。
ま

た
後
者
は
、
秋
田
城
に
部
家
機
能
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
は
意
味
し
よ
う
が
、
「廃
城

」

を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い

。む
し
ろ

、一m一期
の
政
庁
が
秋
田
城
の
政
庁
と
し
て
も
っ

と
も
充
実
し
た
形
態
と
な
り
、
郡
家
型
の
政
庁
と
は
み
な
し
が
た
ぃ
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

I4

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
宝
角
一一～
延
暦
期
に
政
治
間
題
化
す
る
秋
田
城
の
停
廃
問
題
に
っ
い
て
検
討

を
加
え
て
き
た

。
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
こ
で
い
う
秋
田
城
の
停
廃



と
は
、
具
体
的
に
は
、
施
設
と
し
て
の
秋
田
城
を
停
廃
し
、
城
下
の
百
姓
を
南
隣
の

河
辺
郡
に
移
住
さ
せ
よ
う
と
す
る
施
策
の
こ
と
で
あ
る

。
こ
の
施
策
は
、
秋
田
城
を

城
柵
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
宝
亀
初
年
に
出
羽
国

が
中
央
政
府
に
提
案
し
て
承
認
さ
れ
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
っ
た
ん
は
城
司
を
停

廃
し
、
軍
団
兵
に
よ
る
警
備
も
解
除
し
た

。
と
こ
ろ
が
、
城
下
の
住
民
が
移
住
策
に

応
じ
な
か
っ
た
た
め
に
秋
田
城
の
全
面
放
棄
は
な
か
な
か
実
施
に
移
さ
れ
な
か
っ

た

。
宝
一一m一一一一十
一
年

（
七
八
〇
）
に
伊
治
此
一一麻
呂
の
乱
が
勃
発
し
、
そ
の
影
響
が
出
羽

国
に
も
及
ん
で
く
る
と
、
中
央
政
府
は
秋
田
城
の
暫
定
的
維
持
に
方
針
を
転
じ
る

。

こ
う
し
て
秋
田
城
の
停
廃
は
、
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

。
と
こ
ろ
が
九
世
紀

初
頭
に
山
道
蝦
夷
の
武
力
制
圧
に
成
功
す
る
と
、
中
央
政
府
は
蝦
夷
支
配
を
一
段
と

強
化
す
る
た
め
に
、
支
配
領
域
の
北
辺
部
に
っ
ぎ
っ
ぎ
と
城
柵
を
築
い
て
い
っ
た

。

陸
奥
国
の
胆
沢
城
・
志
波
城
と
出
羽
国
の
払
田
柵
11

第
二
次
雄
勝
城
が
そ
れ
で
あ
る

。

こ
う
し
て
九
世
紀
初
頭
に
城
柵
再
編
策
が
組
織
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く

。

そ
の
一
環
と
し
て
、
秋
田
城
で
も
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
に
大
規
模
な
改
修

が
日
程
に
上
つ
た
と
み
ら
れ
る

。
出
羽
国
は
そ
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
宝
亀
初
年
以

来
の
懸
案
で
あ
る
秋
田
城
の
停
廃
を
再
度
提
案
し
た

。
と
こ
ろ
が
城
下
の
住
民
の
移

住
策
が
現
実
的
で
な
い
こ
と
を
す
で
に
窺
知
し
て
い
た
中
央
政
府
は
、
出
羽
国
の
提

案
を
し
り
ぞ
け
、
城
柵
再
編
策
の
一
環
と
し
て
秋
田
城
の
整
備
と
城
下
の
支
配
強
化

策
を
打
ち
出
す

。
そ
れ
が
秋
田
城
の
大
規
模
改
修
と

「停
レ

城
為
レ

郡
、不
レ

論
二

土
人
・

浪
人
一

、
以
下

住
二

彼
城
一

者
上

編
附

」
す
る
と
い
う
施
策
で
あ
っ
た

。
こ
の
施
策
は

、

城
司
機
構
の
存
続
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ま
で
の
城
司
機
構
直
轄
の
行
政
単

位
で
あ
る

「城
」
を
停
廃
し
て
通
常
の

「郡
」
へ
編
成
替
え
を
行
つ

て
、
城

1
郡
の

二
段
階
の
支
記
組
織
と
す
る
と
と
も
に
、
「土
人

」
の
み
な
ら
ず

「浪
人

」
も
郡
に

編
附
し
て
、
城
下
の
百
姓
支
配
の
強
化
を
図
つ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
、
と
ぃ
う
の

が
本
稿
の
結
論
で
あ
る

。

こ
の
よ
う
な
本
稿
の
見
解
が
大
筋
で
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
こ
こ
か
ら
古
代
城

柵
と
し
て
の
秋
田
城
の
特
質
の
解
明
に
っ
な
が
る
、
い
く
っ
か
の
重
要
な
手
が
か
り

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

。
ま
ず
第

一
に

、
宝
一一M-一
初
年
に
惹
起
し
た
停
廃

問
題
自
体
が
、
秋
田
城
の
特
異
な
立
地
に
起
因
す
る
と
ぃ
う
こ
と
で
あ
る

。
秋
田
城

は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
他
か
ら
隔
絶
し
た
場
所

（
た
だ
し
海
上
交
通
の
適
地
）
に
、

し
か
も
直
接
の
前
身
で
あ
る
出
羽
柵
段
階
も
含
め
る
と
、
奈
良
時
代
前
半
の
か
な
り

早
い
段
階
か
ら
造
営
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
と
ぃ
う
こ
と
が
改
め
て
問
題
と

な
ろ
う

。
第
二
に
、
出
羽
国
・
中
央
政
府
が
一
致
し
て
秋
田
城
の
放
棄
を
決
定
し
、

し
か
も
城
司
と
常
備
兵
の
廃
止
ま
で
行
つ
た
の
に
、
城
下
の
住
民
は
そ
の
後
も
秋
田

城
下
に
住
み
続
け
た
こ
と
で
あ
る

。
出
羽
国
が
強
く
望
ん
だ
秋
田
城
停
廃
策
が
破
続

す
る
の
は
、こ
の
住
民
の
動
向
に
よ
る
と
こ
ろ
が
き
ゎ
め
て
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る

。

そ
し
て
第
三
に
、
秋
田
城
で
は
、
出
羽
柵
の
秋
田
村
移
転
以
来
、
実
に
七
一
年
に
わ

た
っ
て
郡
が
置
か
れ
ず
、
「城
」
と
ぃ
う
特
殊
な
国
府
直
轄
の
行
政
単
位
が
存
続
し

た
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

。
こ
れ
は
束
北
の
城
柵
で
も
、
他
に
例
の
な
ぃ

こ
と
と
ぃ
っ
て
よ
く
、
秋
田
城
の
特
異
な
性
格
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る

。

以
上
の
う
ち
第
一
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
研
究
者
が
秋
田
城
の
特
徴
と
し

て
指
摘
し
、
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
第
二
、
第
三
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
意

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

。
筆
者
は
、
秋
田
城
の
古
代
城
柵
と
し
て
の

特
質
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
右
の
三
点
の
も
っ
意
味
を
相
互
に
関
連

づ
け
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
そ
の
考
察
は
別
稿
に

譲
る
こ
と
に
し
た
い

。

I5 秋田域の停廃間題と九世紀初頭の城相・再編
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今
泉
隆
雄

「秋
田
城
の
初
歩
的
考
察

」
「律
令
国
家
の
地
方
支
配

」
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
五
年

。

今
泉
隆
雄（ a
）「古
代
東
北
城
柵
の
域
司
制

」
羽
下
徳
彦
箱

「北
目
本
中
1l-
史
の
研
究
」、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
。
同
氏（b

）「一M- :lla
令
と
東
北
の
城
柵

」
「秋
田
地
方
史
の
展
開

」
み

し
ま
il-:

i

i
E
-;
、
一
九
九
一
年

。

平
川
南

「古
代
に
お
け
る
東
北
の
城
柵
に
つ
い

て

」
「日
本
史
研
究

」
二
一二
・一ハ
号
、

一
九
八
二
年

。

今
泉
氏
、
前
掲
注

（
1
）
論
文
。

鈴
木
拓
也

「古
代
出
羽
国
の
一一m--
制

」「古
代
東
北
の
支
配
構
造

」吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
年

。

初
出
は
一
九
九
二
年

。

今
泉
氏
、
前
掲
:

-aE
（
1
）
論
文
。

今
泉
氏
、
前
掲
注

（1
）
論
文
。

描
稿

「近
夷
部
と
城
棚
支
配

」
「東
北
学
院
大
学
論
集

歴
史
学
・

地
理
学
」
二

一
、

一
九
九
〇
年

。

拙
稿

「九
世
紀
奧

:

H一一 :

騒
乱
の
歴
史
的
意
義

」
「律
令
国
家
の
地
方
支
配

」
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
五
年

。

今

一一一-i-
氏
、
前
掲
注

（
1
）
論
文

。

平
川
氏
、
前
掲
注

（3
）
論
文
。

今
泉
氏
、
前
掲
注

（
2
）（ a

）（b
）論文
。

熊
田
発
介

「秋
田
域
と
秋
田
那

」
「秋
田
市
史
研
究
」
四
、一
九
九
五
年

。

能

田
売
介

「九
世
紀
に
お
け
る
東
北
の
地
域
間
交
流

」
「古
代
国
家
と
東
北

」
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年

。
初
出
は
二
〇
〇
〇
年

。

if-
稿

「域
柵
と
域
司
1
最
近
の
「玉
造
等
五
一
柵

」に
関
す
る
研
究
を
手
が
か
り
と
し
て
1
」「一果

北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
」
三
九
、二
〇
〇
七
年

。

樋
口
知
志

「九
世
紀
前
半
に
お
け
る
奧
羽
北
部
の
域
編

」
「国
史
談
語
会
雑
誌
」
五
〇

、

二
〇

一
〇
年

。

八
木
光
則

「城
粉
の
再
編

」
「日
本
考
古
学

」
一
二
、二
〇
〇

一
年

。
伊
藤
武
士

「九
世
紀

の
域
編

」
「九
世
紀
の
一一m l
一一一一一社
会
」
高
志
一一一一一!--院
、
二
〇
〇
七
年

。
樋
ロ
知
志

「九
世
紀
前
半

に
お
け
る
奥
羽
北
部
の

一一一一柵
」
「国
史
談
語
会
雑
誌

」
五
〇
、二
〇

一
〇
年

。

伊
藤
武
士
「秋
田
城
跡
-
最
北
の
古
代
城
粉
1
J

〈

日
本
の
選
跡
12
〉

同
成
社

、二
〇
〇
六
年

。

態
田
売
介

「雄
勝
城
と
払
田
柵
跡

」
前
掲
注

（
14
）
書
所
収

。
初
出
は

一
九
九
七
年

。。
鈴

木
一一m
相
一一
「払
田
柵
と
雄
勝
城
に
関
す
る
試
論

」
前
掲
注

（5
）
書
、
一
九
九
八
年

。

秋
田
市
教
育
委
員
会

「秋
田
城
跡
1
平
成
二
年
度
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
概
報
1
j

一
九
九
一
年

。
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熊
田
氏
、
前
掲
注

（
l9
）
論
文
。

鈴
木
氏
、
前
掲
注

（
19
）
論
文
。

以
下
の
秋
田
域
跡
の
一調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
氏
、
前
掲
注

（
l8
）
「秋
田
城
跡
」
の

ほ
か
、
秋
田
市
教
育
委
員
会
・

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所

「秋
田
城
跡

1
政
庁
跡
1
j

二
〇
〇
二
年

、
秋
田
市

「秋
田
市
史

通
史
細
古
代

」
二
〇
〇
四
年
、
秋
田
市
教
育
委
員

会

「秋
田
城
跡
発
掘
調
査
概
報
」
の
関
係
年
度
分
な
ど
を
參
考
に
し
た
。

城
輪
概
の
造
営
年
代
は
、
今
泉
氏
が
前
掲
:一性

（
1
）
論
文
で
指
描
し
て
い
る
よ
う
に
、
小

野
理

，守
が
従
五
位
下
陸
奥
守
で
あ
っ
た
弘
仁
六
年

（
八

一
五
）
～
同
十
年
の
1l1

」と考
え
ら

れ
る
。

伊
藤
氏
、
前
掲
注

（17
）
論
文
。

伊
藤
氏
、
前
掲
注

（18
）
-a
． '1l--
。

伊
藤
氏
、
前
掲
注

（17
）
論
文

。

樋
口
氏
、
前
掲
注

（17
）
論
文

。

伊
藤
氏
、
前
掲
注

（
17
）
論
文
。
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